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第
一
章
世
界
贸
易
拡
大
の
長
期
的
趨
勢
•

第11

章
-
_
税
率
と
関
税
構
造 

第I

肇

関

税

一.
括
引
下
げ
の
波
及
効
果

序 

•

,

第
二
次
大
戦
後
、
c

A

T

T

や
I

M

I

中
心
と
し
5

進
さ
れ
I

f

界
I

拡
大
の
た

め
の
譲
策
は
、

一
九
六
0

年
代
に
入
り
転
機 

を
迎
え
る
。襲

的

な

貿

|

為
替
制

限

の

醫

は

先
進
エ

醫
で

.は

一
九
五
.〇
年
代
に

一
応
完
了
し
、
残

る

麗

的
制
限
と
し
て
関
税
麗
が
と 

り
あ
げ
ら
れ
る
屋
間
の

|

な
餐
の
交
換
を
通
じ
て
、
世
# -

貿
易
を
拡
大
さ
.
せ
る
た
め
に
関
税
引
下
げ
が
、
そ
の
.
中
心
的
な
課
题
.と
な
る
。

次
に一

九
五
〇
年
代

I

じ
、
第
一
次
産
品
市
場
の
不
振
は
、
技
術
進
歩
、
先
進
工
業
国
の
塵
構
造
の
高
度
化
と
い
っ
た
構
造
的
要
因
こ

t
 

る
も
？

あ
る
こ

.

と
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。

従
っ

5

一
次
産
品
に
つ
い
て

S

際

商

品

望

を
は
じ
め
と
す
る
価
格
安
定

化

の

政

ぶ

は
、
あ
く
ま
で
讓
的
な
も
の
で
あ
る
。

I

謹

の

讓

収

支

馨

に

篇

ェ

業
f

中
心
と
す
る
輸
出
増
加
が
I

で
含

、
^

1

る
た
め
従
来
の
資
本
援
助
の
他
に
先
進
工
業
国
側
の
特
恵
供
与
に
対
す
る
要
請
が
高
ま
っ
た
。

関
税
の
弓
下
げ
は
貿
肩
自
は
化
に
よ
る
相
界
経
済
の
拡
大
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
国
際
経
済
学
に
お
け
る
"

自
由
貿
易
の
利
益
"
を 

水
め
る
。
比
較
生
産
赀
原
理
が
示
す
よ
う
に
、
国
際
間
に
お
け
る
財
貨
の
自
由
な
交
換
は
、
各
国
の
比
較
優
位
を
も
つ
商
品
へ
の
特
化
を
う
な
が 

す

各

国

は

そ

の

！̂
ロ =

を
{1
2

の
商
ロ
01

と
交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
際
貿
易
開
始
以
前
よ
り
も
高
い
実
質
所
得
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。
国
際
贸 

易
に
よ
る
世
界
の
最
適
資
源
配
分
は
、
各
時
点
に
お
け
る
最
も
高
い
所
得
水
準
の
達
成
を
意
味
す
る
。
現
代
の
生
産
技
術
を
特
徴
づ
け
る
規
模
の 

経
済
性
の
矛
益
は
大
き
な
市
場
を
前
提
と
す
る
も
の
で
.
あ
る
。
讓

間

の

-財
貨
用
役
の
流
通
を
さ
ま
た
げ
る
各
国
の
貿
易
規
制
や
関
税
障
壁
は 

最
適
資
源
配
分
に
よ
る
所
得
増
大
の
重
と
、
規
模
の
経
済
性
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
を
は
ば
む
も
の
で
あ
る
。
 

.

.

こ
ぴ
よ
う
な
国
際
経
済
学
に
よ
っ
て
理
論
的
に
示
さ
れ
た
/
_

由
貿
易
の
利
益
"
を
具
体
化
し
た
の
は
ー
九
五
七
年
の
0

£

£

0

域
内
貿
易
の 

自
由
化
以
後
の
西
欧
、
こ
と
に
£

£

0

諸
国
の
域
内
関
税
の
引
下
げ
と
相
互
貿
易
の
拡
大
で
あ
っ
た
。

ー
九
五
九
年
に
発
足
し
た
£

£

0

は
、
そ 

の
矿
内
睽
呑
の
弓
下
げ
カ
式
と
し
て
加
盟
国
の
関
税
を
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ず
つ
段
階
的
に
引
下
げ
る
と
い
う
方
式
を
採
用
し
た
。
従
来
0

<
^
丁 

T

に
お
け
る
関
税
引
下
げ
は
、
.

ニ
力
国
間
で
個
々
の
商
品
に
つ
い
て
交
渉
を
行
な
う
と
V

方
式
が
I

れ
た
。
し
t

一
 

九
§

年

代

の

擊 

に
な
る
と
こ
の
個
別
方
式
で
は
す
で
に
関
税
を
低
水
準
に
ま
で
引
下
げ
た
国
で
は
、
交
渉
の
余
裕
が
少
な
く
、
残
さ
れ
た
品
因

に
つ
い
て
引
下
げ 

を
行
な
う
に
は
行
記
り
の
状
態
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
0
<
:

于
7

方
式
の
行
詰
り
と
、
E

E

C

の
繁
栄
と
い
う
ニ
つ
の
事
柄
は
一
九
六
ニ
年
の 

米
国
の
通
商
拡
大
法
の
成
立
を
う
な
が
し
、
こ
，れ
を
契
機
と
.し
て
先
進
国
の
関
税
一
括
引
下
げ
交
渉
f

令

i

中
心
と
し
て
行
な
わ
れ
る
よ 

う
に
な
っ
た
。
.
い
わ
ゆ
る一

九
六
三
年
に
は
じ
ま
る
ケ
ネ
デ
ィ
ラ
ウ
ン
ド
が
そ
れ
で
あ
る
。
ケ
ネ
デ
ィ
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
は
、
よ
う
や
く
、

一i

ハ 

七
年
に
最
終
的
妥
結
を
み
た
。
翌
.一
九
六
八
年
か
ら
一.
九
七
ニ
年
ま
で
の
間
に
五
段
階
に
わ
た
る
関

税

一
括
引
下
げ
方
式
に
よ
る
段
階
的
縮
小
が

実
施
さ
れ
る
。
先
進
工
業
国
に
お
け
る
ケ
ネ
デ
ィ
ラ
ウ
シ
ド
は
、
.
_
由
貿
易
の
利
益
、
広
域
経
済
圏
に
よ
る
規
模
の
経
済
性
の
利
益
の
実
現
を
通 

じ
、：
世
界
貿
易
の
拡
大
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
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と
B

I

O

質
"

璧

低

開

発

雲

易

の

行

！

打
開
す
る
！

第

一

次

産

品

題

、
特
恵
供
与
、

と)

る
も
の
て
あ
る
そ

.の
勝
的
背
景
と
な
っ
た
の
は
I

成
f

国
賽
易
の
相
互
依
存
性
を
強

調

し

、

世
界
貿

易

I

I

そ
の
I

f

f

 

I
で
t

.

一
 

含

蓄

蔓

一

年

I

て
r

f

I

n

u

,

 

•
プ
ハ
1
セ
ン
ト
増
大
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
第
一
次
産
品
輸
出
は
擊
分
の
年
率
三
•
四
。ハ
I

セ
ン
ト
の
伸
び
こ
と
ど 

な
め
て
も
低
麗
国
か
ら
の
第
一
次
産
品
輸
出
は
年
率
一
丄
ハ
。ハ
1

セ
ン
ト
、
で
あ
り
、
先
進
i

国
か
ら
の
年
率
五

で

セ
ノ
ト
の 

"
夕

あ

る

エ

I

I

出

は

先

進

エ

醫

は

八

•
ニ
。ハ
丨
セ
ン
ト
、
低
開
発
国
は
四
•
三

。
ハ

丨

セ

ン

ト

の

上

界

率

で

あ

っ

^

。

こ
の
ょ

ぅ

に
1

4

醫

i

霧

I

靈

靈

I

の

肇

さ

い

。

そ

蕩I

九
§

f

り
@

1

匕

f

 

エ
l

l

l

i

_

 
く

の

歷

霞

麵

曆

產

重I

で
l

i

と

め

ら

れ

るJ:
r
ぅ
H

c-
{

。

、
u

m

。
ラ
“

 

n

じ

、
_

證

|

塞

I

な
I

構
f

又
|

|

大
|

て
い
る
こ
と
が
明
ら

.

業
を
保
I

る
た
め
の
課
税
は
比
較
劣
位
の
産
業
t

l

さ
せ
、
資
麗
分
の
見
地
か
ら
も
望
ま
し
く
な
い
。
従
っ
て
、

税
I

Q

変
化
はH

謹

品

輸

出
I

f

履

分

證

大

き
I

響

を

堂

る

。

 

-

^

弓
下
け
と
間

I

ィ
ラ
ゥ
I

ょ
る
_

の
I

f

げ
は
、
|

麗

_

誉

|

|

で

あ

言

」

參

た

が

い

も

ミ

。
 

l .
I

f l
f l
l l
l

 

響

へ

 

i

f

 

こ

れ

ら

の
 

i

f

 

f

l

を 

I

I

P

本
研
究
は
、
以
上
の
よ
う
な
転
換
期
を
迎
え
た
糞
貿
易
の
動
向
を
左
右
す
る
諸
政
策
の
う
ち
、
関

税

麗

、
と
く
に
先
進
国
の
ヶ
ネ
デ
ィ
ラ 

ゥ
ン
ト
と
低
麗
国
の
特
恵
問
題
の
影
響
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
こ
こ
ろ
みQ.

第
一
段
階
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

第
一
章
で
は
"

自
由
貿
易
の
利
益
，

の
実
現
と
、
低
開
発
固
の
経
済
麗
の
促
進
と
V

二
つ
の
世
界
貿
易
拡
大
の
た
め
の
接
近
法
の
背
景
と 

な
る
世
界
経
済
の
長
期
的
趨
勢
を
み
る
。
次
|

ニ
章
で
は
先
進H

醫

の

関
I

及
び
関
i

蒙

ど
の
よ
う
馨

徴
f

つ
も
の
で
あ
る
か 

を
分
析
す
る
。
そ
し
て
最
後
泛
の
よ
う
な
関
税
及
び
.
関
税
I

が
、
世
界
貿
易
の
拡
大
や
低
麗
国
Q

I

開
S

ど
の
.よ
う
I

響
を
及
ぼ 

し
て
い
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

関
税
引
下
げ
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
i

c

l

じ
め
米
国
で
い
く
つ
か
の
す
ぐ
れ
た
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
多
く
の
国
で
関
税 

が
広
範
阻
の
商
晶
に
つ
ゝ
て
弓
下
け
ら
れ
た
の
は
一
九
五C
D

年
代
の
筆
か
ら
で
あ
り
比
較
的
最
近
の
事
で
あ
る
。
雙

の

麗

弾

力

性

と

で

も 

呼
ぶ
べ
き
効
果
に
し
て
も
価
格
弾
力
性
よ
り
も
大
き
い
I

れ
な
が
ら
4

証
例
は
少
い
'
。
こ
と
に
日
本
S

合
、
数

證

制

が

靈

ま

で

行

な 

わ
れ
て
い
た
た
め
関
税
引
下
げ
の
効
果
を
輸
入
数
量
か
ら
分
析
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
関
税
の
概
念
に
し
て
も
ジ
ョ
ン
ソ
ン
な
ど
の
、，
わ
炎 

る
有
効
匿
と
名
目
関
税
の
考
え
方
の
相
違
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

.0
従

っ
て
本
研
究
は
ま
ず
i

c

及
び
米
国
の
関
税
引
下
げ
の
問 

題
に
関
速
し
た
研
究
の
う
ち
、
す
で
に
実
証
さ
れ
た
事
柄
を
論
述
す
る
。
次
.
に
、
い
ま
だ
に
明
ら
か
で
な
い
麗
占
m

を

讓

す

る

。
こ
の
よ
う
な 

予
備
的
考
察
は
オ
研
究
の
第
一
一
段
階
と
し
て
実
際
の
関
税
引
下
げ
及
び
特
恵
の
効
果
を
特
に
日
本
を
中
心
と
し
て
分
析
す
る
場
合
に
、
ぜ
ひ
と 

も
必
要
で
あ
る
。
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第

一

章

世
界
貿
易
拡
大
の
長
期
的
趨
勢

第
二
次
大
戦
後
の
世
界
経
済
を
復
興
す
る
に
あ
た
っ
て
、
各
国
政
府
の
経
済
担
当
者
並
び
に
凡
て
の

経

済

学

者
は
貿
易
拡
大
の
重
要
性
と
そ
の 

世
界
贸
易
拡
大
の
た
め
の
諸
政
策 

二

三

(

一
ニ
ー
一

 

r
ゴ



ん

だ

た

M

y

 

u

1

.

ひ
い
て
は
自
国
I

成
長
に
と
つ
て
好
ま
し
く
な
い
影
響
を
与
え
る
か
を
学 

.

I

H

X

I

一
 

露

f

上
け
は
他
国
の
I

I

易
制
限
を
ぅ
な
が
し
、
着

と

し

て

世

界

蒼

と
1

縮
小
を

”

バ

.
ッ
“

0

易
の
|

び
|

|

る
長
期
&

ょ
れ
ば
、
十
九
|

は
じ
め
！

覚
ま
し
ぃ
|

方
u

j v

ト
以
上
め
増
加
を
示
し
た
世
界
憲
.は
、|

九
，一
三
年
か
ら
i

l

か
け
て
は 

一
•

四
。！

,

ト
し
M

し

T
.

 

こ
れ
は
惠
間
中
の
世
界
所
得
.増
加
率
.ニ 
•

ニ
。ハ
丨
セ
ン
ト
を
更
に
.下
回
る

も
の
で
あ
る
。

:

;i

力

て

，
十
“

紀
1

め
か
ら
、

世

界

の

麗
I

産
や
.一
人
当
り
所
得
I

貿
|

拡
大
と
.並
行
し
て
上
昇
し
た
。' 

1

1

1

つ
て
f

 
f

た
た
め
で
あ
る
。
I

易
の
拡
^

^

“

富

な

国

か

墨

相

対

的

I

•

な
国
は
労
働
集
約
的
な
財
I

し
、
讓

相

対

的

に

豊

進
し
、
世
界
的
な
^

:

I

に
ょ
る
利
益
は
そ
の
|

成
長
を
促 

ば
.二 8

紀
は
じ
め
‘に
は
世

# 0
# ^

れ

〗

^

^

4

て
"

多
く
證
々
の
経
済
成
長
の
原
動
カ
と
な
つ
た
の
は
輸
出
の
増
大
で
あ
つ
た
。
例
え
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そ

し
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界
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Table 

1,

m

界
質
易
拡
大
の
た
め
の
諸
政
策

ニ

五

(

ニ



済
成
長
率
を
上
回
っ
た
。
.い
い
か
え
れ
ば
年
々
の
総
生
産
の
う
ち
、
次
第
に
よ
り
多
く
の
部
分
が
麗
間
で
取
引
さ
れ
.た
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
 

ニ
〇
世
紀
の
初
め
ま
で
続
く
。
し
か
し 

一
A

一
 

三
年
を
境
に
し
、
世
界
貿
场
拡
大
の
趨
勢
は
鈍
化
す
る
。

一
八
七
〇
年〜
一
九
〇
〇
年
に
は
年
率 

三

五

N

セ
ン
ト
一
八
八
一
年
丄
九
一
三
年
に
は
三
•

九
。ハ
丨
セ
ン
ト
と
い
う
増
加
を
示
し
た
世
界
貿
易
は
、

一
九
一
三
年
丄
九
二
八 

ハ
ヰ
に
は
ニ 
•

ニ
。ハ
i

セ
ン
ト
、

一
九
ニ
ー
一
年
丄
九
三
七
年
で
は 

一
•

四
パ
-

セ
ン
ト
し
か
増
加
し
て
い
な
い
。
し
か
し
経
済
成
長
率
は
こ
れ
よ 

り
も
高
く
一
九一

三
年〜

一
九
二
八
年
で
は
ニ 
•

四
。ハ
丨
セ
ン
ト
、

一
九
一
三
年〜

一
九
三
七
年
で
は
ニ 
•
 

ニ
。ハ
丨
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
こ
 

と

に一

人
当
り
所
得
の
増
加
は
一
九
一
三
年〜

一
九
三
七
年
で
は 

一
•

三
。ハ
丨
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

一
人
当
り
貿
易
量
の
拡
大
は
、
わ 

ず
力
〇

二
八
ノ
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
々
こ
れ
は
第
一
次
大
戦
と
、
こ
れ
に
ひ
き
続
く
世
界
的
な
不
況
が
各
国
の
経
済
成
長
よ
り
も
貿
易
.に
深 

次
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。.
不
況
の
も
と
で
各
国
の
と
っ
t

国
囊
の
保
護
政
策
は
更
に
貿
易
の
拡
大
を
妨
げ
た
の
で
あ
っ 

f

こ
の
よ
う
に
世
界
経
済
成
長
ガ
世
界
貿
易
拡
大
率
を
上
回
る
と
い
う
傾
向
は
第
二
次
大
戦
後
に
も
引
き
続
き
.み
ら
れ
る
。

一
九
二
八
年〜

一
 

九
六
三
年
の
経
済
成
長
率
三
•

五
。ハ
丨
セ
ン
ト
に
対
し
、
世
界
貿
易
拡
大
率
は
三
.

マ
パ
丨
セ
ン
ト
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
世
界
貿
易
拡
大
の
長
期
的
趨
勢
と
共
に
、
一

九
一
三
年
以
降
S

ら
れ
..る
い
ま

ひ

と

つ

の

変

化

は

第
一
次
産
品
貿
易
の
相
対
的 

縮
づ
で
あ
る
。
図
表—

晨
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
第
一
次
産
品
質
易
は
、
十
九
世
紀
末
か
ら
一
九
一
三
年
ま
で
は
年
々
三
•
三
パ
I
セ
ン
ト
か
ら 

四

ノ
 

N

セ
ン
ト
と
上
較
：

S
：

蹇

し

た

炉

加

禀

し

た

。
し
か
し
、

一
九
一
三
年
か
ら
一
九
二
八
年
に
か
け
て
は
わ
ず
か
年
率 

一
•
五
。ハ
I

セ 

ン
ト
の
例
び
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
次
の
.一
九
二
八
年
か
ら
一
九
三
七
年
に
は
〇

•
八
。ハ
I
セ
ン
ト
、

一
九
三
七
年
か
ら
一
九
五
三
年 

ま
で
丨
〇

五
ノ
丨
七
ン
ト
と
停
賴
ヵ
続
く
一

 

九
二
八
年
か
ら
一
九
三
七
年
の
世
界
的
不
況
は
工
業
製
品
貿
易
に
よ
り
大

き

な

影

響

を

与

え
 

た
。

一
九
二
八
年
か
ら
一
九
三
七
年
に
か
け
てH

證
品
貿
易
は
絶
対
額
す
ら
減
少
す
る
。
し
か
し
、

j

九
三
七
年
か
ら
一
九
五
三
年
に
は
ニ

.

1
ニ 

ノ
丨
セ
ン
ト
と
西
び
上
界
し
、

.一
九
五
三
年
以
降
は
第
二
次
大
戦
後
の
各
国
の
経
済
復
興
、
低
開
発
諸
国
の
工
業
北
政
策
の
促
進
に
よ
っ
て
、

九
ニ
ハ
丨
セ
ン
ト
と
い
う
急
速
な
拡
大
を
■示
す
の

で

あ

る

。

こ
れ
に
対
し
、

同
期
間
中
、

第
一
次
産
品
貿
易
は
七
ニ
ニ
。ハ
丨
セ
ン
ト
増
加
し 

世
界
贸
易
拡
大
の
I

の
諸
政
策 

ニ

七

(

ニ
四
一)

図表一2 工業製品および绾1 次產品輸出増加舉

資料 : Simon ICuznets, op. cit” Table 6, p. 33.



図表一3 工業製品対第1 次産描の交易条件 

(世界市場における価格比率；1909〜1913ヒ100)
工業製品/ 
第一次産品

工業製品/
食料

工業製品/
原材料

1. 1869/73 91 89 94
2. 1874/78 94 85 101
3. 1879/83 97 85 106
4. 1884/88 103 93 110
5. 1889/93 102 94 109
6. 1894/98 106 99 112
7. 1899/1903 102 102 101
8. 1904/08 103 104 102
9. 1909/13 100 100 100

10. 1914/18 n.a. n.a. n.a.
11. 1919/23 123 118 130
12. 1924/28 106 104 109
13. 1929/33 132 123 141
14. 1934/38 130 123 133
15. 1939/43 n.a. n.a. n.a.
16. 1944/48 n.a. n.a. n.a.
17. 1949/53 . 101 105 100
18. 1954/58 105 100 110
19. 1959/63 119 116 122
資料：Kuznets, o d . cit., Table 12. page 58.

格
の
低
落
は
、
む
し
ろ
食
料
品
ょ
り
も
大
き
く
、
交
易
条
件 

は
一
九
一
九
年〜

一
九
二
三
年
に
一
三
〇
、

一
九
二
九
年〜

 

一
九
三
三
年
に
一
四
-:

一
九
三
四
年〜

一
九
三
八
年
に
一 

三
三
と
な
っ
て
い
る
。
第
.二
次
大
戦
後
に
つ
い
て
は
一
九
五 

四
年〜

一
九
五
八
年
が
ニ
〇
、

一
九
五
九
年〜

一
九
六
三 

年
に
は 

一
ニ
ニ
で
あ
る
。

第
一
次
産
品
の
交
易
条
件
の
惡
化
は
、
ニ
〇
世
紀
初
め
に 

予
想
さ
れ
た
価
格
趨
勢
と
は
違
っ
た
も
の
で
あ
.
っ
た
。

当 

時
、.
工
業
製
品
の
価
格
は
、
工
業
化
に
伴
ぅ
生
産
性
の
向
上 

に
ょ
り
む
し
ろ
低
下
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
 

限
ら
れ
た
地
域
で
し
か
栽
培
や
採
掘
の
出
来
な
い
第
一
次
産

二

八

(

一
一
四
ニ)

た
。
そ
の
結
果
、
十
九
世
紀
末
■か
ら
一
九
三
七
年
頃
ま
で
は
世
界
貿
易
の
約
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
第
ー
次
商
品
貿
易
は
、

一
九
五
三

(

2)

年
に
は
五
八
•

八
。ハ
ー
セ
ン
ト
、

一
九
六
〇
年
に
は
四
.四
.
•

九
パー

セ
ン
ト
と
減
少
す
る
。

第

一

次
産
品
貿
易
の
相
対
的
縮
小
が
明
ら
か
と
な
っ
た
一
九
一
九
年
以
降
こ
と
に
一

九
ニ
九
年〜

一
九
三
八
年
と
、

一
九
五
九
年〜

一

在
ハ
ー
一
一 

年
に
第
一
次
商
品
め
工
業
製
品
.に
対
す
る
交
易
条
件
が
悪
化
し
た
。
図
表
1

3

に
明
ら
か
な
ょ
ぅ
に
、
工
業
製
品
と
第r

次
商
品
と
の
価
格
比
率 

と
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
■
交
易
条
件
は
一
九
〇
九
_

一
 

九
一
三
年
を
一
〇
〇
と
す
れ
ば
一
八
八
四
年
か
ら
一
九
一
三
年
ま
で
は
ほ
ぼ
安
定
的
で
あ 

る
。
こ
れ
は
第.一

次
商
品
の
ぅ
ち
で
も
食
料
品
の
交
易
条
件
は
一
八
七
四〜

七
八
年
の
八
五
か
ら
一

九
〇
四
年〜

一
九
◦
八
年
の
一
〇
四
へ
と
次 

第
に
惡
化
し
て
い
る
が
、
工
業
原
材
料
の
交
易
条
件
が
好
転
し
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
九
一
九
年
以
降
は
工
業
原
材
料
の
相
対
価

品
の
価
格
は
、
収
獲
通
減
の
法
則
に
よ
っ
て
相
対
的
に
上
，る
事
が
予
想
さ
れ
た
。
し
か
し
一
九
一
三
年
以
後
の
変
化
は
こ
の
よ
う
な
予
想
を
裏
切 

る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ニ
〇
世
紀
に
お
け
る
技
術
革
新
の
動
向
を
人
々
が
正
し
く
予
測
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

1

一〇
世
紀
に
お
け
る
先
進
工
業
国
の
技
術
革
新
の
動
向
を
特
徴
づ
け
た
の
は)

、
産
茱
構
造
の
高
度
化
と
原
堆
位
の
低
ー
^
、
人
造
品
に
よ
る
天
然 

資
源
の
代
替
で
あ
っ
.た
。
十
九
世
紀
の
中
心
産
業
で
あ
っ
た
繊
維
、
.
食
料
や
鉄
に
く
ら
べ
、
今
日
の
機
械
や
化
学
工
業
の
生
産
物
取
位
当
り
原
材 

料
費
の
比
率
は
低
い
。

一
九
三
〇
年
狀
と
ひ
き
つ
づ
く
第
ニ
次
大
戦
下
の
各
国
産
業
界
は
、'
初
め
は
自
国
産
業
を
優
先
す
る
政
策
に
よ
り
、
後
に 

は
海
外
資
源
が
物
理
的
に
入
手
不
可
能
に
な
っ
た
た
め
人
造
品
の
開
発
に
つ
と
め
た
。
そ
の
結
果
、
数
多
く
の
優
れ
た
人
造
繊
維
、
人
造
皮
革
、
 

合
金
フ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
が
也
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
得
び
貿
揚
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
こ
れ
ら
の
人
造
品 

は
海
外
の
息
資
源
を
次
筋
に
代
替
す
る
。
い
い
か
え
れ
ば
一
九
三
〇
年
代
及
び
第
一
一
次
大
戦
の
経
験
は
世
界
貿
揚
の
趨
勢
に
非
可
逆
的
な
影
響 

を
与
え
た
と
い
え
る
。

1

九
一
三
年
を
境
と
し
た
世
界
貿
易
拡
大
の
長
期
的
趨
勢
の
構
造
的
変
化
は
一
.
九
三
〇
年
代
と
第
二
次
大
戦
を
へ
て
更
に
顕
著
な
も
の
と
な
っ 

た
。
こ
の
変
化
を
背
景
に
し
て
自
ft
l

貿
易
の
推
進
ィ
コ
ー
ル
世
界
の
経
済
成
長
の
促
進
>
い
っ
た
十
九
世
紀
的
な
自
由
貿
易
論
は
国
際
協
調
と
い 

っ
た
政
府
介
入
を
も
含
め
た
世
界
経
済
体
制
の
確
立
を
め
ざ
す
も
の
へ
と
変
化
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
第
一
次
産
品
貿
易
の
相
対
的
縮
小
と
そ 

の
交
易
条
件
の
惡
化
は
長
期
的
構
造
要
因
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
第
一
次
産
品
輸
出
国
の
経
済
成
長
率
を
高
め
、
世
界
貿
量

の

拡 

大
を
促
す
に
は
長
抑
が
に
は
丁
業
化
政
策
を
.
推
し
す
す
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
，る
。
そ
し
て
、
過
■渡
的
な
資
本
の
不
足
を
お
ぎ
な
う
た
め
の
経
済 

援
助
、
海
外
投
資
と
い
っ
た
資
源
移
転
の
多
く
は
、
.
政
府
間
交
渉
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。
そ
の
他
の
政
府
間
資
本
移
動
は
、
い
く
つ
か
の
国
際
協 

力
機
構V

例
え
ば
国
際
復
興
開
発
銀
行
、
国
連
特
別
雄
金
、
国
際
開
発
協
会
等
を
つ
う
じ
て
行
な
わ
れ
て
い(

M

。

い
ま
一
つ
の
世
界
貿
揚
拡
大
へ
の
努
力
は
、

一
九
三-

0

年
代
及
び
第
二
次
大
戦
後
に
も
う
け
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
貿
易
を
制
約
す
る
謹
因
を 

と
り
の
ぞ
く
こ
と
に
む
け
ら
れ
た
。

一
九
一
三
年
以
降
の
世
界
貿
易
拡
大
の
相
対
的
停
滞
は
以
上
に
述
べ
た
構
造
的
、
技
術
的
要
.因
の
他
に
、
自 

世
界
贸
易
拡
大
の
た
め
の
-諸
政
策

 

ニ

し(

ニ
四
三)



丨

.
 

三
o 

(

一
一 

四
四)

 

■

I

s

、活

力

が

次

第I

国

産

業

優

先

囊

に
よ
つ
て
失
わ
れ
た
た
め
で
も
t

。,」

の
よ
う
な
考
え
に
も
と
づ
き
、
I

H

奮

こ

お

け

る 

I

自
由
化
の
推
進
は
G

A

T

T

T

M

F

を
中
心
と
し
、
第
二
次
大
戦
後
一
貫
し
て
続
け
ら
れ
て
来
た
。
そ
し
て
一
九
六
匕
年
六
月
こ
よ
う
や

く

廳

^

最

終

段

階

と

し

て

関

税

一

括

引

下

げ

が

一

一

三

調

印
1

。
そ
し
て
一
九
六
八
年
_

段
階
に
わ
け
I

I

 

実
施
さ
れ
る
。
 

.

’
 

-
i
f

こ
れ
ら
の
三
テ
国
の
貿
易
額
力
全
世
界
貿
易
の
踅
五
。ハ

1

5

ト
を
占
め
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の
国
の
麗
引
下
げ
が
世
界
貿
易
拡 

大
に
及
ぼ
す
長
期
的
効
果
は
き
わ
め
て
大
き
い
と

予
想
さ
れ
る
。
こ
の
三
ニ
力
国
中
に
は
、

一
定
の
：例
外
を
除
き
最
終
税
率
と
し
て
擊
税
が)

の 

五
〇
。ハ—

セ
ン
ト
一
括
引
下
げ
を
原
則
と
し
て
認
め
た
才—

ス
ト
リ
ヤ
、
デ
ン
了

ク

、
E

E

q
 

7

ィ
ン
ラ
ン
ド
、
日
本
、
ノ
ル
ウ
r

、

ス 

ェ
丨
テ
ン
ス
イ
ス
、
英
国
、
米
国
の
国
々
が
あ
る
。
先
進
国
の
中
で
も
第
一
次
産
品
が
輸
出
構
造
の
う
ち
大
き
な
割
合
を
占
め
る
、
オ
丨
ス
ト 

ラ
リ
ヤ

カ

ナ

タ
 

一
一r

ジ
i

フ
シ
ド
、
南
7

メ
リ
力
は
受
け
る
利
益
に
見
合
つ
.
た
譲
許
を
行
な
う
こ
と
に
な
つ
た
。
こ
の
他
、

ア
レ
ゼ
ン
チ

'
 

'
ノ

チ

リ

プ

コ
ス
ロ
ノ
キ

ヤ

ト
ミ
1
ー
力
、

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
.
イ
ン
ド
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

イ
ス
ラ
エ
ル
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、

-^

p

l

i

y

 

:」
：

p
r

?

ド

ー

ゴ
、
ト
ル
コ
、

ュ
-

?

フ
ビ
ャ
、
？

！

 

i

讓

間

の

よ

り

塵

な

質

叢

引

が

、
世
界
貿
易
の
長
期
的
I

に
ど
の
よ
う
I

響

与

え

る

か

寡

価
す

る

S

、

各
国
の
関
税
及
び
関 

税
I

や
輪
人
弾

力

儘
I

知
る
1

が
あ
る
。
次
i

在
の
主
要
先
進
工
業
国
の
関
税
率
及
び
麗

證

に

つ

い

て

の

ベ

る

。
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N
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H
C
l
l
a
n
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小

島

馨

n
n

妻
易
と
関
税
引
下
げ」

第
一
章
、
ケ
ネ
デ
ィ
ラ
ウ
ン
ド
の
進
展
、
昭
和
四
〇
年
、
東
洋
経
济
新
報
社
を
参
照
さ
れ
た
い
。

又
憂
齒
の
基
準
税
率
及
び
最
終
税
率
に
つ
い
て
は
、
通
商
政
策
研
究
会
編
集
！•ケ
ネ
デ
ィ
ラ
ウ
ン
ド
後
の
各

国

塞

関

税

率

5

」
昭
和
！
！
 
ニ
年
が
あ

る

。

(

5)

基
準
税
率
と
は
、
交
渉
上
決
め
ら
れ
た
税
率
で
概
ね
現
在
の
実
行
税
率
で
あ
る
。

第

二

章

関

税

率

と

関

税

構

造
 

.

四
年
に
わ
た
る
交
渉
の
す
え
よ
う
や
く
成
立
し
た
ケ
ネ
デ
ィ
ラ
ウ
ン
ド
を
つ
う
じ
て
、
も
っ
と
も
大
き
な
難
関
は
各
国
の
関
税
率
の
■み
な
ら
ず 

関
税
描
造
の
問
■

あ
っ
た
。
麗
引
下
げ
方
式
に
つ
い
て
米
国
は
当
初
か
ら
五
〇
パ
i

セN

ト

を

牽

間

に

一
括
引
下
げ
る
こ
と
を
轰
し 

た
。
こ
れ
に
対
し
、
i

c

は
現
行
輩
税
率
と
、
最
終
目
標
税
率
と
の
格
差
を
牽
間
に
五
〇
。ハ
丨
セ
ン
ト
引
下
げ
る
方
式
を
產
し
た
。
最 

終
0
1
^

税
芩
は
原
积
は
0

ノ
ー
セ
ン
卜
半
製
品
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
完
成
品
は
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
興
っ
た
主
張 

は
i

c

と
米
国
の
K

税
故
造
の
相
違
を
背
景
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
米

国

の

麗

辈

均

は
E

E

C

や
そ
の
他
の
先
進
醫
に
く
ら
べ
て
か
な 

ら
ず
し
も
高
く
は
な
い
。
し
か
し
品
目
別
の
関
税
率
の
高
低
、
即
ち
崖
が
大
き
く
、
こ
と
に
化
学
、
繊
維
製
品
な
ど
に
は
か
な
り
高
い
関
税
を 

課
し
て
い
る
。
こ
れ
.に
対
し
i

c

の
対
外
共
通
関
税
は
、

フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ヤ
の
高
い
麗
が
そ
の
他
の
低
関
税
国
と
の
平
均
と
し
て
定
め 

ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
大
部
分
は 

一
9

ニ
〇
。ハ
丨
セ
ン
ト
で
平
準
化
し
て
い
る
。
従
っ
て
関
税
格
差
は
米
国
よ
り
も
小
さ
い
。

図
表
1

4
は
、
.米
国
、
英
国
、
E

E

C、

ス
ヱ
ー
デ
ン
及
び
日
本
の
一
九
六
ニ
年
の
名
目
関
税
の
平
均
値
、
標
準
偏
差
と
変
動
係
数
を
示
し
た 

も
の
で
あ
る
。
図
表
1

4
を
見
れ
ば
ケ
ネ
デ
ィ
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
の
背
景
と
な
っ
た
各
国
の
関
税
率
と
関

税

構
造
の
相
違
は
更

に

明
ら
か
に
な
る
。

図
表
i

の
各
国
の
う
ち
、
関
税
率
の
平
均
値
が
も
っ
と
も
高
い
の
は
、
日
本
の
ニ
ハ
•
一
一
で
あ
り
、
次
い
で
英
国
の
一
五
，
五
で
あ
る
。
米

世
界
貿
易
拡
大
の
た
め
の
諸
政
策 
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因 表 一 4 先 進 工 業 国 の 関 税 率 と 関 税 構 海

( 名 目 関 税 ， 1 9 6 2 年 )

加 1 E 平 均 ⑴ 標 璀 偏 差 変 動 係 数

米 国 1 1 . 6 6 . 9 . 5 9

英 国 1 5 . 5 6 . 2 . 4 0

E E C 1 1 . 9 3 . 6 • 3 0
ス ウ エ ー デ ン 6 . ? 4 . 6 . 6 7

日 . 本 1 6 . 2 7 . 6  j . 4 7

注 ⑴ 図 表 一 4 の 国 々 の 糍 輸 入 額 に よ り 加 蜇 。

資 料 ： B e l a  B a l a s s a  TEriff P r o t e c t i o n  i n  I n d u s t r i a l  

C o u n t r i e s ” T h e  J o u r n a l  o f  P o l i t i c a l  E c o n o m y ,  

V o l .  L X X I I I ,  D e c .  1 9 6 5 , N o .  6 .

い
た
も
の
で
あ
る
。

三
ニ 

(
1

5

六)

.

国
と
E

E

C

を
く
ら
べ
る
と
'

関
税
率
の
平
均
値
は
.

一
一
.

六
と
一
一
.
九
で
あ
り
相
違
は
き

わ

め

 

て
小
さ
い
。
し
か
し
な
が
ら
.標
準
偏
差
に
つ
い
て
み
る
と
、
米
国
が
六
•

九
で
あ
る
の
に
対
し
、

E 

E

C

は
三
'
 
•

六
と
約
半
分
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
.な
関
税
構
造
は
，米
国
が
あ
る
特
定
産
業
に
つ
い
て
は 

高
い
関
税
を
課
す
こ
.
と
に
よ
っ
'
て

保

護

し

て

い

る
こ
、と
を
示
し
て
い
る
。

.

実
際
に
ヶ
ネ
デ
ィ
ラ
ゥ
ン
ド
交
渉
に
お
い
て
各
国
の
関
税
構
造
が
中
心
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
引 

下
げ
後
関
税
格
差
の
大
き
い
国
で
は
高
い
関
税
品
目
が
残
さ
れ
る
結
果
、
今
後
の
引
下
げ
の
余
地
を 

残
す
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
V

よ
り
大
き
な
'、ハ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
パ
ヮ
ー
を
も
つ
こ
と
.に
な
る
と
い
う
の 

が
そ
の
焦
点
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
£

£

0

は
、
平
準
化
方
式
と
い
う
も
の
を
主
張
し
た
の
で
あ 

っ
た
し
力
し
な
が
ら
米
国
は
ヶ
ネ
デ
ィ
ラ
ゥ
ン
ド
交
渉
そ
の
も
の
の
目
的
は
、
世
界
質
易
の
拡 

大
で
あ
り
、
関
税
水
準
の
平
準
化
で
は
な
い
と

.

反
論
し
た
。
各

国

麗

構

造

は

、
そ
の
経
済
政
策
の 

一.
環
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
各
国
の
自
然
的
条
件
を
含
む
産
業
構
造
と
密
接
に
結
び
つ

麗
経
済
学
の
分
野
に
お
い
て
も

.一 .

九
六
o

年
代
の
蕴
の
よ
う
な
現
実
的
な
要
請
に
も
と
づ
き
、
関
税
率
と
共
に
関
税
構
造
の
麗
が
盛
ん 

に
匿
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

一
つ
に
は
各
国
で
投
人
雷
表
が
藤
さ
れ
、
各
生
産
物
に
対
す
る
投
人
鐘
が
次
第
に
明
ら
か
に 

な
っ
た
た
め
で
あ
る
そ
し
て
完
成
品
に
対
す
る
課
税
に
よ
る
効
果
よ
り
も
、
各
々
の
生
産
工
程
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
保
護
効
果
の
累
計
の
方 

力
関
税
効
果
を
よ
り
正
確
に
計
る
も
の
.と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
関
税
の
ネ
ッ
ト
の
効
果
と
は
、
各
産
業
の
投
入
産
出
の
i 

程
で
与
え
ら
れ
る
保
護
の
累
計
で
あ
り
、
従
っ
て
各
々
の
過
程
の
関
税
率
が
大
き
な
影
響
を
与
え
る
.
の
で
あ
る
。

ジ
デ
ン
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、「

生
産
工
程
で
も
ち
い
ら
れ
る
.財
に
対
す
る
関
税
は
、

そ
の
工
程
の
産
出
物
に
対
す
る
課
税
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
国
際
貿
易
で
取
引
さ
れ
る
商
品
に
対
す
る
関
税
率
の
構
造
と
そ
の
生
産
組
織
を
か
た
ち
づ
く
る
各
生
産
工
程
、
も
し
く
は
生
産
段
階
に
対 

す
る
関
税
構
造
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
保
護
の
率
と
構
造
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
者
は
通
常
、
付
加
価
値
に
対
す
る
保 

護
の
率
も
し
く
は
ィ
ン
プ
リ
シ
ッ
ト
な
有
効
関
税
率
と
い
わ
れ
る
。」

ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
定
義
に
も
と
づ
き
、
付
加
価
値
に
対
す
る
課
税
を
"

有
効
関
税
"

、
最
終
的
な
国
際
間
の
取
引
の
場
合
の
課
税
を
〃
名
！

I
E
I

関
税
"
 

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
有
効
関
税
は
次
の
よ
ぅ
に
し
て
求
め
ら
れ
る
。
⑴
凡
て
の
生
産
関
数
は
労
働
と
資
本
と
の
間
に
だ
け
代
替
関
係
が
み
と
め 

ら
れ
る
。
そ
の
他
の
投
入
物
と
生
産
物
は
物
理
的
に
一
定
比
率
を
保
つ
。
⑵
労
働
と
資
本
の
二
つ
の
生
産
要
素
の
国
際
間
の
移
動
は
な
い
も
の
と 

す
る
。
⑶
そ
の
他
の
投
入
物
の
輸
入
は
弾
力
的
で
あ
る
。
以
上
の
三
つ
の
条
件
を
仮
定
す
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
お
け
る
有
効
関
税
の
定
義
は
み 

な
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
関
税
構
造
と
そ
の
政
策
目
的
を
示
す
の
に
都
合
の
よ
い
べ
ー
ス
ビ
の
式
を
も
ち
い(

^ 2
0

)

.
 

vi
=

i

産
業
i

財
一
ド
ル
当
り
産
出
高
に
対
す
る
付
加
価
値(

関
税
の
な
い
場
合)

«,
==

ゴ
財
ー
ト
ル
ル
_
り
#

出
高
に
対
す
る
ゴ
財
の
投
入
量(

K-

税
の
な
場
合

)

1
J

+

M
矛

iss：1

い
ま
i

産
業
の
産
出
物
と
代
替
的
で
あ
る
輸
入
品
に
対
す
る
関
税
歌
が
ら
で
あ
る
と
す
る
。
i

産
業
は
•フ
財
の
価
格
を 

一
±

ヾ
だ
け
引
上
げ
る 

こ
と
が
出
来
る
。
前
述
の
第
三
番E

の
仮
定
に
よ
っ
て
i

の
投
入
物
の
輸
入
は
弾
力
的
で
あ
る
。
従
っ
て
j

財
の
価
格
引
上
げ
の
効
果
は
、
投
入 

係
数
に
は
何
ら
の
影
響
も
与
え
ず
、

一
ド
ル
当
り
付
加
価
値
を
^_

_

J
ノ

へ
と
上
昇
さ
せ
る
。

1
+

で
"
5
.
+
M
P
V

 

* 

.

こ
の
^

—
>
v
:

が
関
税
の
効
果
で
ぁ
り
有
効
関
税
ム
は
次
の
ょ
ぅ
に
し
て
求
め
ら
れ
る
。

世
界
贸
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拡
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た
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の
諸
政
策 

三

三

(

一一

四
七)



♦ 図表一5 先進工業国における商品別名目及び有効関税率

米 国 英 国 E E C スエ— デン R 本

名百 有効 名目 有効 名拐 |棚 名 13 有効 名 有効

( 2 1 )縫糸及び織糸 11.7 31. 10. £ 27.9 2.9 3. 6 2 . 2 4.2 2. 7 1.4
( 2 2 )織 布 24 .1 50 .  e 20.7 42.2 17, 6 4 4 . 4 12.7 3 3 . 4 19,7 48.8
( 2 3 )靴 下 類 25. C 48.7 2 5 . 4 49.7 18. e 41.3 17.6 42.4 26.0 60.8
( 2 4 )衣 料 25.1 35.9 2 5 . 5 40. 5 18. E 25.1 14.0 21.1 25.2 42.4
( 2 5 )その他，娥維製品 19. C 22.7 24.5 42.4 .2 2 .0 .38.8 13.0 21.2 14.8 13.0
( 2 6 )靴 ， 16. 6 25.3 24.0 36.2 19.9 33.0 14.0 22.8 29.5 45.1
( 2 9 )木製品（家具を含む） 12.8 26.4 14.8 25.5 1 5 .1 28.6 6,8 14.5 19.5 33.9
( 3 2 )紙及び紙製品 3 .1 0.7 6.6 8 .1 10.3 13.3 2.0 - 0 . 7 10.5 12.9
( 3 3 )印 刷 物 2.5 2.2 2.7 0. 2 3.3 - 0 . 7 0.7 0 .0 1.6 - 4 .  2
( 3 5 )皮 苹 9.6 25.7 14.9 34.3 7.3 18.3 7.0 21.7 19.9 59.0
( 3 6 )皮革製品（靴を除く） 15. 5 24. 5 18.7 26.4 14.7 24.3 12.2 20.7 23. 6 33. 6
( 3 7 ) ゴム製品 9.3 16.1 20.2 43.9 15.1 33.6 10.8 26.1 12.9 23. 6
( 3 8 ) プラスティツク物品 21.0 27.0 17.9 3 0 .1 20.6 30.0 15.0 25.5 24.9 35.5
( 3 9 )合 成 材 18. 6 33. 5 12.7 17.1 12.0 17.6 7.2 12.9 1 9 .1 3 2 .1
( 4 0 )その他化学材料 12.3 26.6 19.4 39.2 11.3 20.5 4.5 9 .7 12.2 22.6
( 4 2 )洗剤及び香水 11.2 18.8 11 .1 11.2 13.8 26.7 10.9 27.9 26.2 61.5
( 4 3 )化学製品 12.6 15.6 15.4 16.7 11.6 13 .1 2.5 0 .0 16.8 22.9
( 4 5 )非金属性鉱物製品 18.2 30.4 13. 6 • 20.9 13.3 19.8 6.0 10.0 13.5 20.8
( 4 6 )ガラス及びガラス製品 18.8 29.3 18.5 26. 2 14.4 20.0 13. 8 22.6 19. 5 27.4
( 4 8 )銑鉄及びマンガン鉄 1.8 9. 3 3 .3 17.9 4.0 一13. 8 0 .0 - 0 . 7 10.0 54.3
( 4 9 )鋳塊及び他の第一次鋼 

製品 10.6 106.3 11.1 98.9 6.4 28.9 3.8 40.0 13.0 58.9
( 5 0 )圧 延 製 品  . 7.1 — 2. 2 9 .5 7.4 7.2 10.5 5.2 13.2 15.4 29.5
( 5 1 )その他の鋼製品 5 .1 0.5 17.0 46.8 9.9 20.9 5.4 9. 5 13.4 14 .1
( 5 4 )非鉄金属 5.0 10.6 6. 6 19.4 2.4 5.0 0.4 0 .6 9.3 27.5
( 5 5 )鋳 物 6.6 10.0 16.0 26.9 12.4 21.0 8 .0 34.7 20,0 32.5
( 5 6 )金属製品 14.4 28.5 19.0 35.9 14.0 25.6 8.4 16.2 18.1 27.7
( 5 7 )農業用機械 0.4 - 6 . 9 15.4 21.3 13.4 19.6 10.0 16.0 20.0 29.2
( 5 8 )非琨気機械 11.0 16.1 16.1 21.2 10, 3 12. 2 8 .8 11.6 16.8 21.4
(59) m 気機械 12.2 18 .1 19.7 30.0 14.5 21 .5 10.7 17.7 18.1 25.3
( 6 0 )船 舶 5.5 2.1 2.9 一10. 2 0.4 — 13. 2 0.9 — 5,8 13.1 12 .1
( 6 1 )鉄 道 車 輛 7.0 7.3 21.1 33.3 11.1 一 0. 2 8 .7 13.8 15.0 18.5
(62) (II 動 卑 6.8 5.1 23.1 41.4 19.5 36.8 14.7 30. 5 35.9 75.7
(64) |-d転車及び|：1動自転屯 14.4 2 6 .1 22.4 .3 9 . 2 20.9 39.? 17 .1 35.8 25.0 45.0
( 6 5 )飛 行 機 9. 2 8 .8 15.6 16. 7| 10.5 10.8 3 .7 3.0 15.0 15.9
( 6 6 )精密器機 21，4 32. 2 25.7 44.2 13.5 24.2 6.6 14.9 23. 2 38. 5
(67) スポーツ用品，玩具， 

宝 石 etc 25.0
札 8

22.3 135. 6j 17.9 26. 6| 10.6 16. 6 2 1 . 6 31.2
資料：Bela.Balassa “Tariff Protection in Industrial Countries,, op. cit., Table 1 , p. 580.
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の
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.せ
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場
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。
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い
い
か
え
れ
ば
⑴
式
の
有
効
関
税
は
関
税
が
な
い
場
合(

自
由
贸
易
の
状
態)

の
付
加
価
値
に
対
す
る
関
税
を
課
し
.た
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

付
ヵ
布
値
の
増
ヵ
/

刀
の
比
率
と
し
て
示
さ
れ
る
。
又
P

式
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
国
際
貿
揚
で
取
引
さ
れ
る
最
終
商
品
に
対
す
る
関
税
率
と
、
そ

の
生
産
工
程
で
も
ち
V

ら

れ

る

投

入

物

に

対

す

る

関

税

率

の

加

重

平

均

が

等

し

け

れ

ば

、
有

効

関

税

は

名
：：：：

関

税

と

同

じ

で

あ

る

。

も
し
最

終

商

品
に
対
す
る
関
税
率
が
投
入
物
に
対
す
る
関
税
率
よ
り
も
高
け
れ
ば
有
効
麗
は
名
晶
税
よ
り
も
高
い
。
従
っ
て
関
税
に
よ
る
実
質
ぬ
な
保
獲 

効
果
は
大
き
い
。

_

実
、
米
_

、
英
国
、
E

E

C

、
ス
ヱ
ー
デ
ン
、
日
本
と
い
っ
た
先
進
工
業
国
の
ほ
と
ん
ど
の
工
業
製
品
に
つ
い
.て
有
効
関
税
は
名
0
関
税
よ

り
も
高
い
。
い
い
か
え
れ
ば
国
際
貿
易
で
取
引
さ
れ
る
最
終
商
品
に
対
す
る
関
税
率
は
正
し
い
保
護
効
果
を
示
し
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
米
国
に

つ
い
て
み
る
と
、
図
表
1

5

に
示
さ
れ
る
よ
う
に
有
効
関
税
は
縫
糸
及
び
織
糸
、
繊
維
製
布
、
靴
下
、
木
材
及
び
木
製
品
、
皮
革
、
他
の
化
学
材

和
で
は
、
名e

x

関
税
の
二
倍
で
あ
る
。
英
国
や
£

£

0

、

ス
ェ
ー
デ
ン
で
も
繊
維
、
木
製
品
、.
皮
革
と
い
っ
た
軽
工
業
製
品(

主
に
消
费
財)

に
対

す
る
有
効
^

税
は
名d

関
税
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
。
日
本
を
の
ぞ
く
各
国
の
有
効
関
税
が
名
目
関
税
と
あ
ま
り
違
わ
な
い
商

品

は

紙
及

び

紙
嘲

品
、
印
刷
物
、
そ

の

他

の

籠

品

、
響

気

機

械

、
電
気
機
械
、
船
舶
、
自
動
車
と
い
っ
た
機
械
類
で
あ
る
。
日
本
の
場
合
は
、
こ
と
に
有
効
関 

税
と
名
目
関
税
と
の
差
が
大
き
い
。

こ
の
よ
う
な
有
効
関
税
と
名
目
関
税
と
の
間
に
差
異
が
生
ず
る
の
は
先
進
工
業
国
に
お
け
る
関
税
構

造

が

、

原
材
料
、

中
間
材
に
対

y

て
这 

く
完
成
品
に
対
し
て
は
高
い
関
税
を
課
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
又
、
投
入
物
の
中
で
も
国
内
で
供
給
さ
れ
る
も
の
は
辦
実
上
は
関
税
率
ゼ
ロ



図表一6 先進工業国における商品グループ別名自及び有効関税率，1962.
米 国 英 国 E E C スェ -デン 日 本

名目 有効 名H 有効 名目 有効 名H 有効 名E1 有効

中 IHI 财 I 8.8 17.6 1 1 .1 2 3 .1 7 .6 12.0 3 .0 5.3 11.4 23.8
中 問 財 n 15.2 28. 6 17.2 34.3 13.3 28.3 8. 5 20.8 16.6 34.5
消 m 財 17.5 25.9 23.8 40.4 17.8 30.9 12.4 23,9 27. 5 50.5
投 资 财 10.3 13.9 17.0 23.0 11.7 15.0 8.5 1 2 .1 17.1 22.0
総 計 11.6 20.0 15.5 27.8 11.9 18.6 6.8 12,5 16.2 29.5

三

六

(
1

一
五
〇

)

L

で
あ
る
こ
と
に
も
よ
る
。
従
っ
て
相
対
的
に
関
税
率
の
低
い
原
材
料
を
多
く
も
ち
い
る
繊
維
、
木
製 

P.
5

ロ
爪
皮
革
と
い
っ
た
消
費
財
は
、
名
目
関
税
が
示
す
よ

り

も

大
き
い
保
護
を
得
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
 

le
5

-

繊
維
や
そ
の
他
の
消
費
財
は
低
開
発
国
か
ら
の
工
業
製
品
輸
出
の
大
半
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ 

,T
a

の
よ
う
な
先
進
国
の
関
税
率
及
び
関
税
構
造
は
低
開
発
国
の
輸
出
伸
長
に
と
っ
て
大
き
な
障
害
と
な
っ

C1

て
い
る
。

P.
.

%

図—

6

で

明

ら

か

な

よ

う

に

、

先

進

工

業

国

.の

関

税

構

造

に

共

通

し

て

み
ら
れ
る
第
一
の
特
徴
は
、

.
。

|

中
間
財
に
対
す
る
関
税
率
が
も
っ
と
も
低
い
こ
と
で
あ

る

。

日
本
を
の
ぞ
く
各
国
で
は
次
い
で
殳
資 

■t
r
'
f
c
al
財

中

間

財

n
、
の
順
に
関
税
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
各
国
共
も
っ
と
も
関
税
率
の
高
い
の
は
消
費

_
 

|
財
で
あ
り
、
有
効
関
税
と
名
目
関
税
と
の
差
も
大
き
い
。.：
日
本
の
場
合
は
、
中

,1
|

1

讨
1
に
次
ぃ
で
、
卜

s

nd
 ̂

- 

I
 

F

胁

nT

間
財
n

の
関
税
率
が
低
く
、
次
い
で
投
資
財
、
消
費
財
の
順
，に
な
っ
て
い
)̂
3

。

ロ 

|

各
国
の
関
税
率
及
び
関
税
構
造
.
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
比
較
位
や
産
業
、
財
政
、
通
商
政
策
を
反 

^

pr
o

t

映
し
て
I

る

と

考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
関
税
構
造
を
通
じ
各
国
の
政
策
目
的
と
い
っ
た
も
の
を
推
論 

|

ri
f

f
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
よ
う
な
推
論
の
根
抛
と
な
る
い
く
つ
か
の
仮
説
を
あ
げ
て
み
る

。

そ

の

一
 

f

sa
*1

つ
は
関
税
の
目
的
は
自
国
の
工
業
化
を
促
進
す
る
こ

と

で

あ
る
。
幼
稚
産
業
保
護
論
は
関
税
の
意
義
も 

让

|

し
く
は
必
要
性
を
み
と
め
る
代
表
的
な
主
張
で
あ
る
"
し
か
し
现
実
に
は
関
税
障
壁
は
し
ば
し
ば
そ
の 

g

 

|

11

で
相
対
的
に
不
足
す
る
生
産
要
素
や
比
較
劣
位
の
産
業
を
保
護
す
る
た
め
に
も
う
け
ら
れ
る
。
従
っ 

て
各
国
の
麗
構
造
は
、
そ
の
国
のH

業
化
の
段
階
と
い
う
一
般
的
に
共
通
な
要
因
と
、
そ
の
国
の
自 

然
資
源
も
含
む
生
産
要
素
賦
存
の
状
態
と
い
う
個
別
の
要
因
を
反
决
し

て

、，
る
。

図
表—

5

を
も
と
に
し
、
米
国
、
英
国
、
E

E

C

、

ス

H

丨
デ
：

N
、

日
本
の
商
品
別
有
効
関
税
の
順
位
相
関
を
計
筧
す
る
と
、
日
本
と
米
国
、
 

日
本
と
英
国
を
の
ぞ
い
て
は
凡
て
統
計
的
に
有
意
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ス
ピ
ァ
マ
ン
の
順
位
相
関
係
数
は
、
E

E

C

と
英
国
で
は
P

7
4
6

 

E

E

C
 

と
ス

H

丨
デ
ン
で
は
、
P

.
8
2
7

で
あ
り
、
西
欧
各
国
の
商
品
別
関
税
構
造
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
西
欧
諸
国
、
E

E

C

、
英
国
、
 

ス
エ
ー
デ
ン
対
米
_

の

順

位

相

関

係

数

は

こ

れ

よ

り

も

低

く

、
，そ

れ

ぞ

れ

0

.

5

1

2 

0
.
4
S
1
0
.
5
0
6

で
あ
る
。
日
本
の
関
税
構
造
は
米
国
、
英
国
と 

は
明
ら
か
に
異
っ
た
も
.の
で
あ
り
、
順
位
相
関
係
数
は
そ
れ
ぞ
れ
、0

.
3
9
5
と

〇
.
3
6
2

で
あ
る
。
E

E

C

と

は
P

5
6
5

ス

H

丨
デ
ン
と
で
は 

0
. 

6

8CO

で
も
っ
と
も
高
い
。

以
上
の
こ
と
は
工
業
化
の
段
階
の
進
ん
だ
先
進
エ
.業
国
の
商
品
別
関
税
構
造
は
比
較
的
類
似
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
こ
れ
ら
の 

国
で
は
消
費
財
に
対
す
る
関
税
の
保
護
効
果
は
も
っ
と
も
大
き
く
、
投
資
財
の
有
効
関
税
率
は
こ
れ
よ
り
も
低
い
。
米
国
と
日
本
の
関
税
構
造
は 

西
欧
諸
_

と
若
干
異
っ
た
点
が
み
ら
れ
る
の
は
、
特
有
な
生
産
要
素
賦
存
の
条
件
や
比
較
優
位
を
も
つ
產
業
の
相
違
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

こ
の
点
を
次
に
検
討
し
て
み
る
。

前
述
の
よ
う
に
関
税
は
自
国
の
産
業
の
工
業
化
の
促
進
と
共
に
そ
の
国
で
相
対
的
に
不
足
す
る
生
産
要
素
や
比
較
劣
位
の
産
業
を
保
護
す
る
の

に
も
ち
い
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。.
米
国
の
繊
維
に
対
す
る
高
い
関
税
率
の
適
用
な
ど
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
米
国
の
関
税
構
造
に
は
明
ら
か
に
ニ

つ
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

一
つ
は
他
の
先
進
工
業
国
で
も
見
ら
れ
る
と
同
じ
よ
う
に
消
费
財
、
中
間
財
に
対
す
る
関
税
率
が
投
資
財
よ
.り
も
高
、，

(

5

)

こ
と
で
あ
る
。

い
ま
一
つ
は
ヴ
ァ
ッ
力
ラ
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
米
国
の
関
税
率
の
高
さ
と
直
接
労
務
費
及
び
労
働
集
約
度
係
数
と
に
は
相
関
関
係 

が
み
と
め
ら
れ
る
。
米
国
の
関
税
構
造
は
相
対
的
に
稀
少
な
生
産
要
素
で
あ
る
〃
労
働
"

を
保
護
し
て
い
る
と
推
論
さ
れ
る
'0

ヴ
ァ
ッ
ヵ
ラ
の
研
究
を
い
ま
す
こ
し
詳
述
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
労
務
費
比
率(

l
a
b
o
r

 

c
o
s
t
)

を
示
す
も
の
と
し
て
関
税
が
適
用
ざ
れ
る
最
終
商
品 

の
売
渡
価
格
に
対
す
る
労
務
费
の
比
率
を
求
め
た
。
労
働
集
約
度
は
、

間
平
均
総
労
働
者
数
で
産
出
額
を
除
し
た
も
の
で
あ(

M

。
米
国
の
三
一 

一
産
業
の
う
ち
も
っ
と
も
労
働
集
約
度
係
数
の
高
い
ニ
五
産
業
に
つ
い
て
関
税
率
と
輸
入
比
率(

輪
入
\

席
出
高
比
率)

を
.み(

M

。
こ
れ
ら
ニ
五
産
業 

世
界
贸
易
拡
大
の
た
め
の
諸
政
策 

三
‘
七

(

一
一.
五

1
)



図表一7 米国の国内産業保護と輸入比率，労働集約度係数，労務費比率

(1954) 保護の程度⑴ 産 業 数 輸入比率⑷ 労働集約度⑷⑶ 労務费比率⑷(6)
グ ル ー プ I 25 % 以下 57 . 3.9 50.3 18.70
グ ル ー プ n 25 〜 49% 20 3.8 52.7 22 .03
グ ル 一 プ m 50 〜 74% 29 4.5 53.1 22. 29
グ ル ー プ IEa⑵ 75〜 100 % 118 0.8 77.3 26. 32
グ ル ー プ mb⑶ 75-100% 87 2.5 106.7 31.27
注⑴総産出額のうち10% 以上の関税によって保護されている商品の占める割合  一一~

⑵輸入品に対する従価税が20% 以下のもの

⑶輸入品に対する従価税が20% 以上のものに割当制の適用されるバ タ — チ ー ズ 砂糖 

ビート糖を加える. ’ ’ ’
⑷いずれも平均値 

( 5 ) 100万ドル産出額当り雇用者数 

⑶出荷額のうち賃金俸給の占める割合 

資料：Vaccara, op, cit., page 22. 23. 62.

の
ぅ
ち
、.
製
氷
*

煉
瓦
及
び
ホ
ー
ロ
ー
製
品
、
楠
原
料
製
材
の
三
産
業
を
の
ぞ
き
、
ニ
ニ 

産
業
は
一
九
五
四
年
に
.
は

産

出

高

の

七

五

〜

一
〇

〇

パ
ー
セ
ン
.ト
が
関
税
に
よ
り
保
護
さ 

れ
て
い
た
。
明
ら
亦
に
こ
れ
ら
の
産
業
の
輸
入
比
率
は
低
く
、
ニ
〇
、
四
一
パー

セ
ン
ト 

の
陶
器
が
も
っ
と
も
高
く
、

一
 

〇
か
ら
ニ
〇
パ
丨
七
ン
ト
の
も
の
は
五
産
業
を
か
ぞ
え
る 

の
み
で
あ
っ
た
0
そ
の
他
は
い
ず
れ
も

一
〇

パ
ー

セ
ン
ト

以
下
で
あ

り

、

こ
と
に
一
パ
ー 

セ
ン
ト
以
下
の
も
の
が
七
産
業
も
あ
っ
た
。

関
税
率
の
高
い
産
業
ほ
ど
輸
入
の
国
内
供
給
に
お
い
て
占
め
る
割
合
は
小
さ
い
。
次
に 

こ
れ
ら
の
産
業
の
商
品
と
保
護
の
程
度
に
よ
っ
て
五

つ
の
グ
ル
ー
プ.に
分
け
る
。

図
^

丨 

7

に
よ
れ
ば
、
グ
ル
ー
プ
I

に
く
ら
べ
関
税
に
よ
る
保
護
を
ぅ
け
て
い
る
商
品
の
占
め
る 

割

合

の

高

い

グ

ル

ー

プ
ra
a

及

び

グ

ル

ー

プrn
b

の
輸
人
.
比
率
は
.
低
い
。
又
、
こ
の
ニ
つ 

の
グ
ル
ー

プ

をく
ら
べ
る
と
労
働
集
約
度
は
グ
ル
I

プ
nl
b

で
は
一
〇

六
•

七
で
あ

り

、 

労
務
費
比
率
は
三 

一
ニ
ー
.
七
。ハ
丨
セ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
グ
ル
丨
プ
I
の

露

集 

約
度
は
五
〇
•

三
と
グ
ル
ー
プ
In

の
約
半
分
で
あ
り
、
労
務
費
比
率
も

一
八
•

七
〇
と
は 

る
か
に
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。

図
表—

7

で
み
ら
れ
る
か
ぎ
り
で
は
米
国
の
関
税
に
よ
る
保
護
効
果
は
労
務
費
比
率
の 

.
高
い
、.

労
働
集
約
的
な
産
業
に
対
し
て
輸
入
比
.率
を
低
め
る
働
き
を
し
て
い
る
。

つ
ま
り 

米
国
の
関
税
目
的
は
国
内
の
労
働
集
約
的
産
業
の
保
護
に
あ
る
と
い
え
る
。

米
国
は
国
際
的
に
み
て
も
資
本
装
備
率
が
高
く
、
労
働
が
相
対
的
に
稀
少
な
生
産
要
素

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
労
働
が
資
本
に
対
し
相
対
的
に
少
い
と
す
れ
ば
、
.

へ
ク
シ
ャ
ー
•

オ
ー
リ
ン
の
命
題
に
従
え
ば
、
米
国
は
労
働
集 

約
的
な
財
を
相
対
的
に
多
く
輸
入
す
る
は
ず
で
あ
る
"

し
か
し
現
実
に
は
米
国
の
こ
れ
ら
の
産
業
の
輸
入
比
率
は
低
く
、
む
し
ろ
労
務
费
比
率
の 

低
い
産
業
の
輸
入
比
率
の
方
が
高
い
。
こ
れ
は
関
税
に
よ
る
保
護
効
果
が
へ
.
ク
シ
ャ
ー
.
オ
ー
リ
ン
の
命
題
の
示
す
比
較
劣
位
の
産
業
に
対
し
て 

む
け
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
ぅ
か
。
も
し
現
実
の
関
税
目
的
が
そ
の
国
の
比
較
劣
位
の
産
業
の
温
存
と
い
ぅ
こ
と
に
む
け
ら
れ
て
い
る
と
i*
-
-
る 

な
ら
ば
国
際
的
な
最
'^

资
1

配
分
の
見
地
ヵ
ら
す
れ
ば
の
ぞ
ま
し
く
な
い
結
果
を
生
ん
で
い
る
と
い
え
る
。
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消
贤
財=

靴
下
、
衣
料
、
そ
の
他
の
繊
維
製
品
、
靴
、
そ
の
他
の
皮
製
品
、
洗
剤
及
び
鞒
水
、
，!1
動
屯
、
由
転
卑
及
び
.|-
:
|動
出
転
帘
、
精
密
器
機
、
玩
具
、
ス
ポ
ー 

ッ
用
品
、
定
石
。
 

.

投
資
财=

農
業
用
機
械
、
馏
気
及
び
非
羝
気
機
械
、
鉄
逍
屯
軸
、
飛
行
機
。

中
問
財
1

=
縫
糸
及
び
織
糸
、
木
製
品
、
紙
及
び
紙
製
品
、
皮
革
、
合
成
品
、
そ
の
他
の
化
学
製
品
、
非
金
厲
鉱
物
、.
ガ
ラ
ス
、
銑
鉄
、
非
鉄
金
^
。

中
問
财
£
=
3
=
織
維
織
物
、
ゴ
ム
製
品
、
プ
ラ
.ス
テ
ィ
ッ
ク
製
ロ
|
、
そ
の
他
の
化
学
製
品
、
鋳
塊
及
び
そ
の
他
の
第
一
次
鋼
製
品
、
庄
延
製
品
、
そ
の
他
の
鋼
製
品
、
鋳 

物
、
金
属
製
品
。

(

4) 

Bela 

Balassa 

"Tariff Protection 

in Industrial 
Countries" 

op. 

c
i
r*cl
p
oq

®
a l
oo
c r
j,
 

3
.

よ
り
。

(

5) 

日 
i
 
p
‘
H
r
a
v

s-"
T
h
e
H
h
e
o
r
y

a

^

2
^
p-protection: H

a
r
v
a
r
d

 

University Press, 

C
a
m
b
r
i
d
g
e

 Mass. 

1964.

w
e
a
t
r
i
s

 N
. 

V
a
c
c
a
r
a 

tEmploy
m
'
e
n
t

 

a
n
d

 

O
u
t
p
u
t

 

in Protected M
a
n
u
f
a
c
t
u
r
i
n
g

 

J3
&
g«-
t
-2 .
g
g
51-
3

^Br
s
k
i
n
g
s

 Institution, 

W
a
s
h
i
n
g
t
o
n

 

I960.

(

6

)

労

務
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比
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と
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に
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終
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産
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階

の

み

で

な

く

生

産

に

も

ち

い

ら

れ

る

す

べ

て

の

労

慟

贵

を

求

め

る

こ

と

が

の

ぞ

ま

し

い

。

こ

の

た

め
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は

投

入
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出
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。

 

' 

、

(

7) 

Vac
c
a
r
a 

op. 

cit., 

p
a
g<7
>
tn
Q 〜

5
2
.

Il
l;
界

贸

易

拡

大

の

た

め

の

諸

政

策

 

三

九

(

一
一
五
三

)



. 

四
〇

(

一
一
五
四)

(

8) 

Y
acc

a
r
a op. 

c
i
r
p
a
g
e

 

s
. 

14.

(
9

)

図
表—

7

、
注
1

参
照
。
 

,

第

三

章

関

税

一
.
括

引

下

げ

の

波

及

効

果
. 

.
 

低
麗
国
の
輸
出
伸
長
と
_

麗

促
I

た
め
の
麗
協
力
は
、

こ

れ

ま

で

羅

_

簾

に

よ

る

_

霧
を
中
心
と
し
て
進
め
ら
れ
て

き
た
。
国
速
貿
易
開
発
会
議
で
は
、
更
に
貿
易
拡
大
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
先
進
国
側
の
特
恵
供
与
が
要
請
さ
れ
た

。

二
方
先
進 

国
の
K

税
弓
下
げ
は
工
業
製
c

m
貿
易
を
拡
大
す
る
.
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
世
界
経
済
の
動

向

が

日
本
の
輸
出
入
の
動
向
や
、
国
際
収 

支
の
均
衡
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
を
知
る
こ
と
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
低
開
発
国
に
対
す
る
先
進
国
側

の

特

恵

の

供
与 

は
、
こ
れ
ら
の
国
々
の
軽H

業
品
輸
出
I

加
さ
せ
る
反
面
、
こ
れ
と
競
争
的
な
立
場
に
あ
る
日
本
の
輸
出
商
品
に
打
I

与
奢

で

あ

ろ

う

。
 

又
麗
の
引
下
げ
は
日
本
I

出
I

加
さ
せ
る
が
、
そ
の
反
面
、
前
S

よ
う
に
I

I

中
で
も
相
対
的
に
高
い
関
税
に
よ
つ
て
保
護
さ
X 

て
き
た
日
本
の
産
業
の
国
内
に
お
け
る
輸
入
品
と
のI
攀

は

、
は
げ
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
フ
ラ
ス
や
マ
ィ
ナK

 Q

効
■

綜
合
的
に
把
握
し
な
け
れ
ば
麗
一
括
引
下
げ
の
正
し
い
評
価
は
出
来
な
い
。
日

本

の

輸

出

増

加

へ
 

の
特
1
及
び
関
税
一
括
Pフ
下
け
の
影
響
は
、
日
本
の
輸
出
競
争
力
と
共
に
先
進
国
市
場
の
輸
入
の
所
得
弾
力
性
、価
格
弾
力
性
に
依
存
す
る
。
関
税 

の
引
下
げ
が
ど
れ
だ
け
の
輸
人
増
加
と
最
終
的
に
は
国
内
Q

I

I

I
増
加
さ
す
か
は
、
麗
の
引
下
げ
が
ど
れ
だ
け
国
内
価
格
を
引
下
デ 

る
力
国
内
価
格
の「

シ
下
け
に
よ
る
需
要(

が
致)

の
増
加
や
国
内
の
供
給
が
ど
れ
だ
け
輸
入
に
よ
つ
て
ま
か
な
わ
れ
る
か
に
依
存
す
る
。
こ
の
よ
う

な
日
本
経
済
為

す

る

麗

引

下

げ

の

重

を

計

S

に
と
ら
え
よ
う
と
す
る
場
合
の
第
一
の

變

は

、
日
本
の
輸
人
に
対
す
る
数

證

制
が
比 

較
的
最
近
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
た
た
め
、
輸
入
の
価
格
弾
力
性
、
こ
と
に
関
税
に
対
す
る
弾
力
性
を
求
め
る
こ
と
が
麗

な

こ
と
で
あ
る
。
経
済 

企
画
斤
終
济
f

究
所
I

こ
な
っ
た
輸
出
入
の
廳
要
因
の
分
^ 1
£

ぃ
て
もS

人
露
を
決
め
る
主
な
要
因
は
生
産
活
；

水
準
で
あ
つ
.
こ
。

卸
売
物
価
指
数
が
輸
入
関
数
に
く
み
入
れ
ら
れ
た
場
合
も
、
そ
れ
は
価
格
弾
力
性
を
示
す
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
国
内
需
給
の
緩
急
度
を
示
す
指 

■漂
と
し
.
て
で
あ
.っ
た
。.
.機
械
.の
輸
人
も
投
資
水
準
を
あ
ら
わ
す
設
備
投
資
比
率
と
、
需
要
供
給
の
状
態
を
示
す
貨
出
平
均
金
利
で
説
明
さ
れ
る
。

関
税
引
下
げ
と
い
う
問
題
自
体
が
一
九
六
〇
年
代
に
入
っ
て
お
こ
っ
て
き
た
布
柄
で
あ
る
た
め
、
諸
外
国
の
例
を
と
っ
て
も

計
量
的
分
析
は
E
 

E

C

と
米
国
で
若
干
こ
こ
ろ
み
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
こ
の
数
少
い
諸
外
国
で
の
実
証
的
分
析
の
例
を
検
討
し
、
日
本
に
こ
れ 

ら
の
経
験
を
適
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
ど
う
か
を
考
え
る
。

関
税
の
引
下
げ
に
は
短
期
的
効
果
と
長
期
的
効
果
が
あ
る
。短
期
的
効
果
と
は
関
税
の
引
下
げ
が
輸
入
価
格
の
低
落
を
も
た
ら
し
、
国
内
消
費
の 

増
加
と
輸
入
品
に
よ
る
国
内
商
品
の
代
替
、
生
産
の
縮
小
も
し
く
は
伸
び
率
が
に
ぶ
る
場
合
で
あ
る
。
よ
り
長
期
的
に
は
関
税
引
下
げ
は
各
国
の
資 

源
配
分
に
影
響
を
与
え
る
。

こ
れ
は
関
税
が
生
産
费
の
相
違
に
も
と
づ
く
比
輓
優
位
に
よ
る
国
際
分
業
の
パ
タ
ー
ン
を
変
更
す
る
た
め
で
あ
る
。

例
え
ば
本
来
な
ら
ば
前
エ
業
部
門
の
製
品
に
比
較
優
位
を
も
つ
国
で
あ
っ
て
も
、
軽
工
業
製
品
に
対
す
る
関
税
に
よ
る
保
護
政
策
の
適
用
は
、
 

そ
の
国
の
鹿
業
構
造
の
う
ち
で
も
後
渚
の
比
重
を
高
め
る
。
ヴ
ァ
ッ
ヵ
ラ
の
研
究
が
す
で
に
示
し
た
よ
う
な
米
国
の
労
働
集
約
的
産
業
に
対
す
る 

関
税
率
の
高
さ
は
、
米
国
に
労
働
集
約
的
産
業
を
存
続
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
関
税
率
の
引
下
げ
は
、
各
国
の
産
業
構
造
及 

び
貿
易
構
造
を
本
来
の
比
較
優
位
に
も
と
づ
く
も
の
に
近
づ
け
る
。

一
九
五
〇
年
代
後
半
の
西
ド
ィ
ッ
に
お
け
る
関
税
洌
下
げ
の
経
験
に
よ
れ
：ば
、
短
期
的
効
果
と
し
て
ま
ず
輸
入
の
増
加
と
国
内
の
生
産
増
加
率 

の
低
下
が
あ
げ
ら
れ
、
消
费
の
ト
レ
ン
ド
は
ほ
ぼ
一
定
で
あ
っ
た
。

西
ド
ィ
ッ
で
は
一
九
五
六
年
に
工
業
製
品
に
対
す
る
関
税
は

一〜

一

六
パー

 

セ
ン
ト
の
も
の
は
ニ
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、

一
七〜

ニ
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
も
の
は
ニ
五
パー

セ
ン
ト
引
下
げ
ら
れ
た
。
そ
の
他
の
す
べ
て
の
商
品
に
つ 

い
’て
は

一

奔
に
ニ

一 

パー

セ
ン
ト
の
引
下
げ
が
行
な
わ
れ
た
。

一
九
五
七
年
に
は
苒
び
ニ
五
パ
ー
セ
ン
ト
の

一
括
引
下
げ
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
大
幅
な
関
税
の
引
下
げ
は
西
独
の
輸
入
\

G

N

P

比
率
、
エ
業
製
品
の
国
内
消
費
/

G

N

P

の
比
率
に
図
表

1

8

に
.み
ら
れ
る
よ 

う
な
影
響
を
与
え
た
。
ま
ず
西
独
の
輸
入
は
経
済
成
長
に
伴
い
一
九
五
五
年
迄
は
一
定
し
た
増
加
率
を
示
す
。
し
か
し
一
九
五
六
年
以
後
は
急
激 

世
界
贸
易
拡
大
の
た
め
の
諸
政
策 

四

一

(

一
一
五
五

)



図表一8 西独の関税引下げの短期的効果

輸入(関税引下げ後のトレンド）

輸入(関税リ丨下げ前のトレンド）

1000 1500 2000
GNP (19科年価格 lOOmln DM)

nelsfelder "The Short-term Effect of Lowering of Import Duties in 
many' op. cit., page. 95.

.

し
た
場
合
と
で
は
斜
線
に
示
さ
れ
た
分
だ
け
の
差

が
あ
る
。

一
方
、
総
生
産
マ
ィ
ナ
ス
輸

出

で

あ

る

工
業
製
品
完
成
財
の
国
内
消
費
は
一
九
五

五

年

迄

は
着
実
に
伸
び
て
い
る
が
、

一
九
五
六
年
、

j

九

五
七
年
と
一
九
五
八
年
で
は
わ
ず
か
な
が
ら
減
少

し
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
輸
入
増
加
に
■ょ
る

代
替
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

■
ク
レ
ィ
二
ン
の
分
析
も
米
国
の
輸
入
の
関
税
に

対
す
る
弾
力
性
は
か
な
り
大
き
い
こ
と
を
示
し
て 

(

3〕

い
る
。

i

九
五
四
年
か
ら
一
.
九

五

九

年

に

か

け

て

米

国 

の
輸
入
品
の
ぅ
ち
関
税
が
引
下
げ
ら
れ
た
商
品
グ 

ル
ー
プ
と
、
そ
の
ま
ま
す
え
お
か
れ
た
商
品
グ
1

四
ニ 

(

ニ
五
六)

に
増
加
し
、

一
九
五
五
年
迄
の
ト
レ
ン
ド
を
延
長

(

s

a

c

H

o

o

t
 

摩

#
 
ザS

6
I
)

10(

50

50(

資料 ：Wei 
Gen
丨
プ
と
の
価
格
及
び
輸
入
量
の
変
化
を
く
ら
べ
る 

と
、
関
税
が
引
下
げ
ら
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
輸
入
量 

の
増
加
は
、
引
下
げ
ち
れ
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
ょ 

り
大
き
い
。

一
九
五
四〜

一

九
五
六
年
の
繊
維
を

(wa CIS00I

，逛
阜
盼K6I) 

93
舞

丨

制

-i
H

Q

—

I
-

-

-

-

-

-L
I
_
_
_
_
_
_
_

の
ぞ
く
総
て
の
商
品
に
つ
い
て
関
税
弾
力
性
は
マ
イ
ナ
ス
五
で
あ
っ
た
。

一
九
五
五
年
か
ら
一
九
五
九
年
の
総
て
の
工
業
製
品
に
つ
い
て
は
マ
イ 

ナ
ス
六
で
あ
っ
た
。

ク
ラ
ゥ
ス
の
計
測
結
果
も
こ
れ
と
ほ
ぽ
同
じ
で
あ
り
関
税
の
弾
力
性
は
価
格
弾
力
性
の
二
倍
以
上
大
き
い
。
工
業
製
品
九
一
種
類
に
つ
い
て
一 

.

九
四
七
年
か
ら
一
九
五
四
年
に
か
け
て
の
関
税
弾
力
性
は
マ
イ
ナ
ス
五
丄
ハ
で
あ
り
\

一
 

九
四
七
年
か
ら
一
九
五
八
年
に
は
マ
イ
ナ
ス
四
，
五
で 

あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
|̂
税

弓

下

げ

に

よ

る
輸
入
増
大
の
効
果
が
か
な
り
大
き
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
唆
す
る
。

関
税
の
弾
力
性
を
求
め
る
こ
と
は
、
関
税
の
引
下
げ
と
い
う
経
験
が
.
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、
デ
ー
タ
の
上
で
の
制
約
が
き
わ
め
て 

大
き
い
。
そ
こ
で
関
税
引
下
げ
の
効
果
を
次
の
よ
う
に
輸
入
弾
力
性
か
ら
計
測
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
と
に
商
品
別
に
関
税
引
下
げ
の
効 

果
を
み
る
に
は
、
消
資
と
生
産
に
与
え
る
影
響
を
別
々
に
み
る
方
が
の
ぞ
ま
し
い
。
い
ま
初
期
の
関
税
率
を
輸
入
価
格
豕
/)

に
対
す
る
比
率
i
 

で
示
す
。
各
国
の
輸
出
価
格
が
次
期
ま
で
変
化
し
な
い
場
合
、
関
税
の
五
〇
パ
I

セント引下げは輸入価格を低下させる。こ

 

の
よ
う
な
価
格
引
下
げ
が
ど
れ
だ
け
輸
入
需
要
を
増
加
さ
せ
る
か
は
需
要
の
弾
力
性
に
依
存
す
る
。
輸
入
需
要
の
弾
力
性
は
次
の
よ
う
に
分
け
て 

考
え
ら
れ
る
。
そ

の

一
つ
は
関
税
引
下
げ
に
よ
る
価
格
の
低
落
が
、
ど
れ
だ
け
消
費
を
増
加
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
に
五
〇
パ
ー
セ 

ン
ト
の
関
税
一
括
引
下
げ
は
、
中
間
財
も
し
く
は
原
材
料
に
も
及
ぶ
場
合
、
国
内
製
品
は
こ
の
価
格
引
下
げ
分
だ
け
競
#

力
を
増
す
。
し
か
し
完 

成
品
に
つ
い
て
は
引
下
げ
分
だ
け
競
争
力
を
失
う
。
こ
の
よ
う
な
効
果
は
次
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
出
来
る
。
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図表一9 輸入の伽格弾力性と関税弾力他

期 問 伽格弾力性 閲税弹力性

1 9 4 7〜 58年 - 1 .7 7 —5. 64
1 9 4 7〜 54年 一1.54 -4 .4 9
1 9 5 4〜 58年 一1.32 —0. 52

資料：Krause, United States Impoi ts", op. cit p 221
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 ̂

七
す
れ
は
五
〇
。ハ
-

セ
ン
ト
の
麗
一
括
引
下
げ
に
よ
り
ゼ
財
の
輸
入
は
、

•
す

.

だ 

け
変
化
す
る
。
 

- 

2
.

 

2

麗
の
弾
力
性
が
価
靠
カ
性
よ
り
も
大
き
い
S

各
財

Q

価
格
変
化
が
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
Q

I

し
、
麗
の
引
下
げ
は
長
期
に
わ
た 

る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
◊

し
t

塵
の
弾
力
性
を
直
接
計
測
す
る
こ
こ
ろ
み
は
、
総
輸
入
差
つ
い
て
の
ク
レ
ィ
ニ
ン
等

の

研

究

が

わ 

ず
か
に
ぁ
る
だ
け
で
ぁ
る
。
そ
こ
で
商
品
別
に
は
ク
ラ
む
、
ボ
丨
ル
と
マ
丨
ルt

、

ク
レ
ィ
? ?)

に
よ
る
輸
入
弾
性
値
を
も
と
と
し
、
お

お

よ
 

I

生

22
1

そ
の
見
当
を
つ
け
る
ほ
か
は
な
い
。

加

^

-5
.

-4
.

-o
.

b

ci
t

.

,

ク
ラ
ゥ
ス
は
一
丸
a

t

一
丸
灵
年
に
か
け
て
米
国
の
輸
入
の
価
格
弾
力
姓
と
麗
の
弾
力
性
と
を
計
測
し
た 

p

抑

OP
.

が
、
そ
の
結
果
は
次
の
よ
ぅ
な
も
の
で
あ
っ
.
た
。

.

社

 ̂

|

 

.

ク
ラ
ゥ
ス
の
輸
入
の
做
格
调
祖
値
を
ボ
丨
ル
と
了
ル
ハ
の
も
の
と
く
ら
べ
る
と
、
粗
食
料
、
食
料
品
の
値
は
ほ 

肋

他

I

じ

で

あ

る

。

塵

丨

S
に
示
さ
れ
た
輸
入
の
所
得
弾
力
性
と
価
格
弾
力
性
は
米

国

の

一

九
四
八
年〜

一
九
五
八 

麵

格

ー
 

ー
-

st
-

a

? #)

に
か
け
て
の
四
半
期
デー

ター
を
も
ち
い
、
粗
食
料
品
、
粗
原
材
料
、
半
製
品
、
食
料
品
、
工
業
製
品
、

サ
ー
ビ

^

l.
f_

_
_
_

_

_

_

_

_

 

I

ス
の
六
項
問
に
つ
い
て
輸
入
関
数
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
所
得
は
粗
個
人
所
得
、
即

ち

国

塁

唐

か

ら

政

府

支

問

一

鄉

怖

睥
se
/

出
の
4

の
質
金
棒
給
を
引
い
た
も
の
で
乂
る
。
価
格
は
輸
入
価
格
と
国
内
価
格
の
比
率
で
あ
る
。

I

T

ニ

ー

I
?

眞

ふ

に

よ

っ

て

明

ら

か

な

点

は

、
価
格
弾
力
性
は
一
般
に
所
得
弾
力
性
の
二
倍
で
あ
る
。
予
想
さ
れ
る
よ
ぅ 

凶

期
1
19
4

7
19
4

7
19
5

4

^

に価格弾性値はエ議品が

も
っ
と
も
高
く
、

マ
ィ
ナ
ス
三
•

五
〇
、
次
い
で
食
料
、
半
製
品
の
順
に
な
っ

て

い 

L

-

-

-

-

-

-

-

-
一
-

る
。
粗
食
料
及
び
粗
原
材
料
の
価
格
弾
力
性
は
低
い
。
従
っ
て
證
引
下
げ
の
効
果
は
、
工
業
製
品
に
つ
い
て
も
っ

図表一1 0 商品グループ別，輸入の所得弾力性と価格弾力性

所得/産出高
00
实質国民総生産 輸入価格 

/国内価格
w 輸入価格

/卸売価格

1948〜5 8 年 1954〜6 4 年 1948〜5 8 年 1954-64 年
粗 食 料 0.49 0. 37 - 0 .  34 - 0 .  34
食 料 0.96 0. 57 - 1 .8 7 - 1 .2 9
粗 原 材 料 0.87 - 0 .  26
学， 製 品 1.22 1.16 - 1 . 38 ― 0. 39
X 業 製

nmi 2. 47 2. 34 一 3. 50 —4.71
サ 一ビス 0.58 n .  r .

と
も
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

，

ボ
ー
ル
と
マ
ー
ル
ハ
の
も
ち
い
た
時
系
列
資
料
は
、

一
九
五
〇
年
か
ら
一

九

五
一

年
に
か
け
て
の

い
わ
ゆ
る
朝
鮮
動
乱
に
よ
る
混
乱
期
を
含
む
。
そ
の
点
ク
レ
ィ
ニ
ン
の
最
近
の
こ
こ
ろ
み
は
一
九
五

四
年〜

一
九
六
四
年
の
十
年
間
を
も
ち
い
て
い
る
点
で
す
ぐ
れ
て
い
る
。
半
製
品
を
の
ぞ
く
他
の
商

51
4

,

品
グ
ル

ー
プ
に
つ
い
て
得
ら
れ
た
弭
カ
性
値
は
き
わ
め
て
ボ
ー

ル
と
マ
ー
ル

ハ
の
も
の
に
ち
か
い
。

g

バ
ラ
ッ
サ
は
、

ボ
ー
ル
と
マ
ー
ル
ハ
の
得
た
米
国
の
商
品
別
輸
入
弾
力
性
を
も
と
に
し
、
次
の
よ

ci
t

ぅ
な
仮
定
に
よ
っ
て
他
の
先
進
工
業
国
の
輸
入
弾
力
性
を
推
定
す
る
。
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性

る
。

卵
.

C

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
消
費
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t
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M
.

.

.

.

.

.
輸
入

ダ
C1

ラ

*p
.

f 
卩 v

n
I
M
+
e
p
l
M

の

,.
./

l

wa
h

が
は
、
E
E
C
、
日
本
、
に
つ
い
て
は
三
、
英
国
は
ニ 
•
六
、
E
F
T
A 

(

英
国
を
の
ぞ
く)

は
ニ 
•

g

M

 

ニ
で
.あ
る
。

米
国
の
輸
入
弾
力
性
に
そ
れ
ぞ
れ
の
比
率
を
乗
じ
、

完
成
工
業
製
品
、

半
成
工
業
製 

変
&

l

al
l

品
、
原
材
料
の
輸
入
弾
力
性
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

⑷

料輸入弾力性を

も
と
に
し
各
国
の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
関
税
一
括
引
下
げ
が
ど
れ
だ
け
輸
入
の
増 

加
、
ひ
い
て
は
世
界
貿
易
の
構
造
に
影
響
を
与
え
る
か
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
図
表
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の 

: 
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五
〇
。ハ
丨
セ
ン
ト
麗
一
括
引
下
げ
は
、
先
進H

證
の
そ
の
他
の
先
霞
か
ら
の
輸
入
を
九
九
百
万
ド
ル
、
低
開
発
国
か
ら
の
輸
入
を
ニ
九
ニ 

百
万
ド
ル
増
加
さ
せ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
関
税
一
括
引
下
げ
の
直
接
効
果
と
し
て
こ
の
二
つ
の
地
域
は
、

こ
れ
だ
け
の
輸
出
増
加
を
期
待
す
る
こ 

と
が
出
来
る
。
い
ま
そ
の
他
の
先
進
:]
:

業
国
は
獲
得
し
た
外
貨
を
蓄
積
し
、
.低
開
発
国
は
こ
れ
を
輸
入
増
加
に
あ
て
る
と
す
る
と
、
先
進
国
の
エ 

業
製
品
輸
出
は
増
加
す
る
。
こ
れ
を
二
次
効
果
と
す
る
。
 

、
 

'

関

税

一

括

弓

下

げ

はE

E

C

及

び
E

F

T
 

A

の
相
互
及
び
第
三
.
国
に
対
す
る
差
別
を
減
少
さ
せ
る
。

い
ま
£

£

0

及
び
£

妒
丁
<

:

の
加
1|
(

1

国 

以
外
に
対
す
る
差
別
を
加
11

国
か
ら
の
供
給
が
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
こ
え
る
輸
入
品
に
つ
い
て
は
関
税
率
の
2

|

3

、
一
 

3

〜

三
o

パ
ー
ヒ
ン
卜
の 

間
で
は
1

3

、
一
 

〇
。ハ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
場
合
は
ゼ
ロ
と
考
え
る
。
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
関
税
一
括
引
下
げ
は
、
差
別
を
半
分
に
す
る
と
考
え
ら
れ 

る
。

こ
の
よ
う
な
差
別
効
果
に
よ
る
輸
出
増
加
は
米
国
の
場
合
が
も
っ
と
も
大
き
く
一
九
五
百
万
ド
ル
で
あ
る
。

.

五
〇
ハ
ー
セ
ン
ト
関
税
一
括
弓
下
げ
の
直
接
効
果
、
差
別
効
果
、
及
び
二
次
効
果
の
合
計
は
、
世
界
貿
易
を
三
八
八
三
百
万
ド
ル
か
ら
四
一
八 

六
苗
万
ド
ル
に
拡
大
す
る
と
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
三
四
五
七
百
万
ド
ル〜

三
七
七
七
百
万
ド
ル
は
工
業
国
の
輸
出
増
加
に
よ

る

.0
日
本
を
列 

に
と
る
と
、
三
七
一
百
万
ド
ル
の
輸
出
増
加
と
一
四
九
百
万
ド
ル
か
ら
一
五
八
否
万
ド
ル
の
輸
入
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
.

以
上
の
よ
う
に
関
税
一
括
引
下
げ
の
効
果
は
、
各
国
の
輸
入
弾
力
性
、
関
.税
率
、
関
税
構
造
、
輸
出
入
商
品
構
造
に
依
存
す
る
。
し
か
し
、
関 

税
一
括
引
下
げ
が
ど
れ
だ
け
顕
著
な
効
果
を
あ
げ
る
か
は
こ
れ
ま
で
大
が
か
り
な
引
下
げ
が
お
こ
な
わ
れ
た
前
例
が
な
い
だ
け
に
、
正
確
に
こ
れ 

を
予
測
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
場
合
、
予
測
の
前
提
と
な
る
商
品
別
国
内
需
要
、
供
給
の
弾
力
性
か
ら
輸
入
弾
力
性
の
計
測
、
 

商
品
別
関
税
の
計
測
が
必
要
で
あ
る
。

R
本
の
場
合
も
バ
ラ
ッ
サ
の
効
果
測
定
は
非
常
に
有
利
な
結
果
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
輸
入
増
加
に
つ
い
て
は
米
国
の
弾
性
値
に
若
干
の
修
正 

を
加
え
た
も
の
を
前
提
と
し
て
い
る
。
日
本
の
関
税
構
造
は
\
重
化
学
エ
業
製
品
に
は
他
の
先
進
エ
業
国
に
く
ら
べ
て
高
い
関
税
率
を
課
し
て
い 

る
の
で
、
こ
れ
を
引
下
げ
た
場
合
の
国
内
生
産
と
輸
入
品
の
代
替
は
す
で
に
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
関
税
一
括
引
下
げ
を
経
験
し
た
西
ド
ィ
ッ 

世
界
贸
易
拡
大
の
た
め
の
諸
政
策 

• 

四
七
.(

一
H

、「)

工 業 用 原 材 料 贸 易 へ の 拡 大 効 果 （雄位：100万ドル、

例 H1I"
効果

渝 出 輪 入
差別  
効果

2 次 
効果 計 直接  

効果
差別 
効染

2 次 
効果 計 |  |

米 国 I 883 195 118 1,146 1,008 1,008 +  138U 833 195 118 1,146 1,130 — — 1,130 +  16
力 ナ ダ 1 96 15 11 122 403 . — 一 403 -2 8 1U 96 15 11 122 410 --------- — 410 -2 8 8
E E C 1 719 149 96 964 625 455 — 1,080 -1 1 6U 910 149 96 1,155 699 455 —— 1,154 十 1
英 国 1 226 99 101 426 334 82 一 416 +  10U 289 99 101 489 378 82 一 460 +  29E P T A(英国を除く）

I 265 137 26 428 291 136 — 427 +  1n 331 137 26 494 355 136 —— 491 +  3
日 本 1 310 13 48 371 ' 149 — — 149 +222il 310 13 48 .371 158 ー — . 158 +  213
エ 業 国 1 2,449 608 400 3,457 2, 810 673 — 3, 483 一 26n 2,769 608 400 3, 777 3 ,130 673 一 3. 803 — 26
他の先進国 i 99 35 一 134 一 ■-------- 127 127 +  7u 99 35 一 134 — — 127 127 +  7
低 開 発 国 i 262 30 — 292 一 — 273 273 +  19n 262 30 一 292 — — 273 273 +  19
総 計

l 2,810 673 400 3, 883 2, 810 673 400 3,883n 3,130 673 400 4,186 3,130 673 400 4,203 ----
資料■: Balassa & Kreinin, of cit” Table 3, p . 134

図表一1 1 先進工業国の輸入弾力性

米 国 力ナ ダ E E C 英 国
E F T A
(英国を

のぞく）
日 本

完 成 工 業 製 品  

半 成 工 業 製 品  

原 材 料

—4 .12 
- 1 .6 3  
—0. 39

- 2 .  06 
—0 .82 

■ 一 0. 20

- 3 . 09 
- 1 .4 2  
- 0 .  29

~  2. 68 
- 1 .0 6  
—0. 25

- 2 .  27 
- 0 .9 0  
一 0.22

—3. 09 
- 1 .4 2  
- 0 .2 9

資料：Balassa anb Kreinin, op. cit., page 129.
図表一12 50パーセント閱税一括引下げの工業製品及び
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バ
ラ
ッ
サ
の
直
接
効
果
と
ニ 

次
効
果
の
推
計
は
図
表
I

11
- 

の
弾
力
性
値
と
一
九
六
〇
年 

の
世
界
質
易
構
造
を
驻
と 

し
次
の
よ
ぅ
な
仮
定
に
よ 

つ
て
計
測
さ
れ
た
も
の
で
あ 

る
。
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
関
税 

一
括
引
下
げ
の
直
接
効
果
の

I
 

は

t
J
k
r
l
t
+
l 

の 

ぅ
ち
、
西
ョ
I
 

ロ
ッ
パ
の
エ

業
製
品
輸
出
価
格
は
関
税
引 

下
げ
の
1

1

3

だ
け
上
昇
す 

る
た
め
実
際
の
貿
易
拡
大
は 

2

1

3

で
あ
る
と
仮
定
す
る
。
 

n

は
価
格
上
#
を
觉
込
ま
な 

い
場
合
で
あ
る
。
次
に
ニ
次 

効
果
は
、

一

九
六
〇
年
の
地 

域
別
貿
易
構
造
の
も
と
でQ
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